
山
崎
誠
衆
議
院
議
員
の

質
問
主
意
書

山
崎
議
員
は
昨
年
八
月

三
日
、
再
処
理
工
場
が
震

度
六
強
の
⼤
地
震
の
襲
来

に
備
え
、
厳
重
か
つ
公
正

な
耐
震
安
全
審
査
を
⾏
い
、

情
報
公
開
し
、
近
隣
⾃
治

体
住
⺠
の
理
解
を
得
る
こ

と
を
求
め
る
な
ど
三
件
の

内
容
の
質
問
主
意
書
を
国

へ
提
出
し
八
月
一
五
日
政

府
答
弁
書
を
得
ま
し
た
。

岸
田
総
理
大
臣
名
の

政
府
答
弁
書

し
か
し
，
国
（
原
子
力+

規
制
委
員
会
）
は
⼤
地
震

の
襲
来
へ
の
対
応
に
つ
い

て
答
え
ず
、
「
最
新
の
科

学
的
・
技
術
的
知
⾒
を
踏

ま
え
て
適
切
に
策
定
さ
れ

た
基
準
地
震
動
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
二
〇
二
一

年
七
月
二
九
日
に
同
申
請

を
許
可
し
た
。
立
地
自
治

体
等
関
係
者
へ
丁
寧
な
説

明
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
」
と
す
る
答
弁

内
容
で
し
た
。
私
た
ち
の

憂
慮
す
る
震
度
六
強
の
質

問
に
答
え
ず
、

同
じ
日
本

政
府
の
内
閣
府
防
災
会
議

の
警
告
を
無
視
す
る
も
の

で
し
た
。
常
に
安
全
側
に

立
つ
べ
き
原
子
力
規
制
委

員
会
の
役
割
放
棄
と
も
言

え
ま
す
。

Ａ
さ
ん

そ
も
そ
も

二

〇
一
一
年
三
・
一
一
大
震

災
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

九
・
〇
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

Ｂ
さ
ん

そ
う
で
す
。
気
象

庁
が
最
終
的
に
九
・
〇
の

数
値
を
出
し
、
そ
の
点
で

は
各
界
と
も
異
論
が
な
い

よ
う
で
す
。

Ｃ
さ
ん

三
・
一
一
は
宮
城
・

福
島
沖
合
で
し
た
が
、
今

度
は
そ
れ
よ
り
北
の
方
の
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。

Ｄ
さ
ん

そ
の
地
震
に
つ
い

て
今
回
内
閣
府
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
一
・
四
倍
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
一
を
予

測
し
た
の
で
す
。

Ｅ
さ
ん

一
・
四
倍
も
違
う

と
言
わ
れ
る
と
心
配
に
な

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し

ろ
、
東
日
本
大
震
災
と
同

程
度
か
そ
れ
よ
り
も
大
き

な
、
日
本
海
溝
巨
大
地
震

が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
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六ヶ所再処理工場の耐震設計基準地震動

１９９３年の起工当初、耐震性を

３７５ガルで設計し建設されその後

２００７年に４５０ガル、

２０１４年に６００ガル、

２０１８年に７００ガルと訂正され

現在に至っている。

内
閣
府
中
央
防
災
会
議
は
二
〇
二
〇
年
四
月

二
一
日
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地

震
の
対
策
に
つ
い
て
・
概
容
報
告
」
を
発
表
し
、
昨

年
三
月
二
二
日
に
「
最
終
報
告
書
」
を
公
表
し
ま
し

た
。
内
容
は
再
処
理
工
場
の
あ
る
六
ケ
所
村
で
、
海

溝
地
震
時
に
震
度
六
強
（
８
３
０
～
１
５
０
０
ガ
ル
）

が
想
定
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
し
た
。
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
の
設
計
基
準
地
震
動
は
現
在
７
０
０
ガ
ル

で
、
耐
震
性
が
低
す
ぎ
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
原

子
力
規
制
員
会
は
二
〇
二
一
年
七
月
に
突
然
に

「
再
処
理
工
場
の
安
全
審
査
」
を
終
了
し
、
合
格
を

決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
間
脱
原
発
政
策
実
現
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

結
集
す
る
多
く
の
市
民
団
体
に
よ
る
院
内
集
会
や

関
係
省
庁
担
当
者
と
の
折
衝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
集
会
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
再

処
理
工
場
は
震
度
六
強
の
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
の

か
？
」
の
重
大
問
題
に
つ
い
て
山
崎
誠
衆
議
院
議

員
（
立
憲
民
主
）
が
三
回
に
わ
た
っ
て
国
へ
の
質
疑

討
論
や
質
問
主
意
書
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。



山
中
伸
介
原
子
力
規
制

委
員
長
は
一
・
四
倍
違
う

こ
と
を
認
め
つ
つ
、
二
〇

二
二
年
二
月
四
日
の
第
四

三
〇
回
審
査
会
合
に
お
い

て
「
内
閣
府
の
検
討
会
の

概
要
報
告
の
内
容
が
、
既

許
可
の
地
震
動
評
価
結
果

に
影
響
が
な
い
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
て
お
り
「
一
・

四
倍
の
揺
れ
に
耐
え
ま
す
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

日
本
原
燃
の
比
較
は
誤
り
！

委
員
長
答
弁
の
根
拠
は

非
科
学
的
！

山
中
規
制
委
員
長
は
再

処
理
工
場
が
Ｍ
ｗ
９
・
１

の
地
震
に
耐
え
る
と
判
断

し
た
の
は
第
四
三
〇
回
審

査
会
合
と
答
え
ま
し
た
。

図
１
が
そ
の
際
の
日
本

原
燃
の
判
断
の
根
拠
資
料

で
す
。

異
な
る
算
出
方
法
で
得

た
値
の
比
較
は
無
意
味

先
ず
第
一
に
図
１
の
表

の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
、
内
閣

府
は
二
〇
一
一
・
東
日
本
大

震
災
の
情
報
に
、
日
本
原
燃

は
一
九
八
七
・
宮
城
県
沖
地

震
の
情
報
に
よ
り
各
々
異

な
る
方
法
で
算
出
し
て
い

ま
す
。
異
な
る
方
法
で
得

た
パ
ラ
メ
ー
タ
を
比
較
し

て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
震
全
領
域
の
一
部
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ

を
比
較
し
判
断
出
来
る
か
？

第
二
に
、
日
本
原
燃
は
発

生
す
る
全
地
震
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
一
部
で
あ
る
Ｓ
Ｍ
Ｇ

Ａ
１
の
み
の
デ
ー
タ
（
パ

ラ
メ
ー
タ
）
を
求
め
、
内

閣
府
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
⓵
に
つ
い

て
パ
ラ
メ
ー
タ
を
算
出
比

較
し
「
基
準
地
震
動
評
価

（
七
〇
〇
ガ
ル
）
へ
の
影

響
は
な
し
」
と
評
価
し
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
を
見

る
と
日
本
原
燃
は
五
つ
，

内
閣
府
は
三
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
内
閣
府
は
日
本
原

燃
の
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
４
と
５
は

二
〇
一
一
地
震
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
放
出
し
た
と
し
て

除
い
て
い
る
の
で
す
。
全
地

震
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
数
％
の

地
震
生
成
域
だ
け
の
パ
ラ

メ
ー
タ
を
比
較
し
て
優
劣

を
決
め
る
こ
と
は
疑
問
で

す
。

不
都
合
な
デ
ー
タ
は
公

開
し
な
い
の
か
？
？

第
三
に
、
全
領
域
か
ら

の
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

り
六
ヶ
所
村
の
震
度
に
つ

い
て
内
閣
府
は
震
度
６
強

と
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す

が
日
本
原
燃
は
明
ら
か
に

し
て
い
ま
せ
ん
。
不
都
合
な

デ
ー
タ
は
公
開
し
な
い
の

で
し
ょ
う
か
、
疑
問
で
す
。

詳
細
を
検
討
し
た
報
告
は

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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『
日
本
海
溝
巨
大
地

震
内
閣
府
評
価
に
対
す
る
日

本
原
燃
評
価
の
ご
ま
か
し
。
』

（
次
号
に
続
く
）

〇 内閣府のMw：9.1 の放出地震エネルギーである地震モーメントMo

は5.62☓1022Nm です。⽇本原燃Mw:9.0 の地震モーメントMo は3.98

☓1022Nm です。1.4 倍⼤きいのです。

〇 ⽇本原燃は地震全体の放出エネルギーのごく⼀部分のSMGA１と

内閣府SMGA①で⽐較し基準地震動は問題なしとし、規制委員会も認

めました。 内閣府のSMGA①のMo は表から1.8☓1021Nm（Mw8.1）で

あり全放出エネルギーの3.2％です。⽇本原燃のSMGA1 のMo は表から

2.0☓1021Nm（Mw8.13）であり全放出エネルギーの5.0％です。

〇しかも，この表のMo 値の算出⽅法は内閣府と異なる⽅式（⼥川原

発のSMGA 値と同じ）により出されたものであり，⽐較する意味があ

りません。
注：ＳＭＧＡ：Storong Motion Generation Area 強震動生成域 特に強い

地震を発生させる領域.

注：Ｎｍ（ニュートンメートル）： モーメント（偶力）又は仕事の大きさ

を表す力学単位

山
崎
議
員
は
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
日
の
衆
議
院
経
産
委
員
会
の
質
疑
で

「
内
閣
府
防
災
会
議
報
告
書
は
、
日
本
海
溝
巨
大
地
震
の
想
定
モ
ー
メ
ン
ト
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
以
下
Ｍ
ｗ
）
を
９
・
１
と
想
定
し
た
が
、
日
本
原
燃
は
９
・

０
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
想
定
値
は
、
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
一
・
四
倍
異

な
る
が
、
こ
の
地
震
に
再
処
理
工
場
は
耐
え
ら
れ
る
の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

山
中
伸
介
原
子
力
規
制
委
員
長
は
「
耐
え
ら
れ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

右
表
の
「
検
討
用
地
震
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ａ
１
」
が
日

本
原
燃
の
示
し
た
数
値
で
あ
る
。
こ
の
表
の

「
応
力
降
下
量
」
と
「
短
周
期
レ
ベ
ル
」
の
数

値
か
ら
、
日
本
原
燃
は
、
六
ヶ
所
工
場
は
「
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
１
の
海
底
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
」
と
結
論
し
た
と
す
る
。
内
閣
府
は
「
地

震
モ
ー
メ
ン
ト
」
が
大
切
と
言
っ
て
い
る
。

注：応力降下量とは 地震断層に蓄えられた力が地震によってどれだけ解放

されるのかの数値。数値がが大きくなると地震の規模は大きい。

注：短周期レベルは 地震波についての数値で、地震の伝わり方の判断で重要。

http://sanriku.my.coocan.jp/230511JNFtrick.pdf
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	　先ず第一に図１の表のパラメータを、内閣府は二〇一一・東日本大震災の情報に、日本原燃は一九八七・宮

